









































４，方広如来智経 bhalzvaiifimavaipluyas[itra (チトミ ツ ﾄ訳のみ現存）(4)
５、勝義諦品経 Iokottalnaparivarta 大方広仏華厳経・離世間品
６、摩訶般若波羅蜜経 mahamaifiEipammitEisntm 摩訶般若波羅蜜経
７，花厳経入法界品 gandvWihasntm 大方広仏華厳経・入法界品
１２、海慧菩薩所説経 sagaramati-pariprcch2i
oｒ－sUtra
大方等大集経・海慧菩薩品
１４、善巧方便経 up面yakauSalyasntm 大宝積経・大乗方便会
１６、如来蔵経 tathmatakosasntra 大方広如来秘密蔵経
１７Ｔ金光上勝毘尼経 maiijumvikrTdjtasntra 仏説大浄法門経
２１、宝積経 *kii6yapaparivarta 大宝積経。普明菩薩会
２４、阿闇世品経 a6trupalivarta 仏説阿闇世王経
３５、法集経 dharmasamglti 仏説法集経
３６、阿差耶末所間経 ak5ayamatinirdc6a 大方等大集経・無尽意菩薩
ロ
ロロ
３８、郁伽長者所間経 ugm(‐datta-)pariprcchEi 大宝積経・郁伽長者会
４１、勝重師子肝し－乗大方
便方広経
§rTmEilEidevisimhanEidasptrａ 大宝積経・勝重会
大乗修道論の系譜（浅野）
から、その３分の一強が、経典としては一致していることになる。
しかし、このうち、経典の同一部分からの引用があるのは、７『花厳経入法界品』、
２１『大宝積経・普明菩薩会』の２つのみである。それではこの２経について、検討し
てみよう。
７，花厳経入法界品
まず、『諸経要集』の『花厳経入法界品』の引用は次のようである。
（四九）善男子。喰如師子獣王。為諸獣故痒1Vし大声。以其声故。師子初生子而得肥
壮勇健跳梁。諸獣問其大声悉皆逃寛。初修行菩薩。楡若師子初生子息。菩提発呼L菩
薩亦復如是。是以如来薩婆若智。為初修行菩薩故。１Vし讃仏性。皆以如来善教引故。
菩薩而得智慧勇健。菩提増長。若諸衆生貧着煩悩而自損減。（五○）讐如師子身筋
造作箏絃其音若奏余絃悉断。如来以波羅蜜。成熟菩提起発心故。若有讃歎五情倶断
菩如以象牛雑乳盛満大池。若以師子真乳一滴入池。是二乗道行皆悉倶断。（五一）
旱｣心乳亦復如是｡百千劫中程 抑十菩羽屋ﾉＤＥＩＺ」'1，１
。（五二）善男子。警如迦陵頻伽。罪障悉皆壊滅無余。二乗解脱与菩提種性不堪同居
猶在卵中若発声音雪山大鳥声不能及。修行菩薩亦復如是。生死卵中発大菩提心故。
所修功徳大悲勢力。若声聞縁覚無能及者。（五三）善男子。讐如金翅鳥王。其子初
生目則明利飛則勁捷。一切諸鳥錐久成長無能及者。修行菩薩亦復如是。発菩提心為
法王子。智慧清浄大悲勇猛。一切二乗錐已歴劫久修道行。皆不能及。
（942a]5-942b8）
次に『経集』に引用された『入法界品』を、チベット訳より訳出する(5)。
およそ、世間において、無上正等覚に心を起こす衆生は極めて得がたい。〔．．．〕
(1)菩提心は仏のすべての法の種子のようなものである。(2)すべての衆生の清浄な
法を育てるから田地のようなものである。〔．．．］(6)すべての悪作を焼くから劫
火のようなものである。〔．．．〕（36)すべての不善を壊すから冥府のようなもの
である。〔．．．〕（52)すべての目的を成就するから摩尼宝王のようなものである。
（53)すべての願いを満足させるから幸運の瓶のようなものである。［．．．〕（86）
輪廻の水中でうごめくものを引き出すから釣針のようなものである。〔．．．〕
（121)神・人間・阿修羅を含む世間の塔廟のようなものである。要約すれば、すべ
ての仏の法とすべての仏の功徳がどれほど多くても、それほど多くの功徳・賞讃が
菩提心にはあるのである。それはなぜかと言うと、ここからすべての菩薩行のマン
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ダラカゴ現れ､過去･現在･未来のすべての如来もここから出現するからである。〔…〕
（四三）善男子よ、たとえば水銀の－種で「金の輝き」というわれるものがあると
しよう。それは１パラによって１０００バラの銅を金に変えるが、その１パラの水
銀｛よl-qqQzﾐﾌﾞＱ銅によっても尽きる一二一とはないし型銅に変えることもできない。
まさにそのように、一切智性に心を起こすという水銀の要素は、善根に回向する智
に接取されて旦あらゆる業－２煩悩の障磯という銅を滅尽して、すべての法を一切智一～･～･~－－－－￣----￣←.￣－－－－－－．－－－，￣－－－－－．－二－－－■￣Ｐ－－－■已可■-台●￣■￣-一一一一一一一一キー￣◆■－－ベヰ一一ｓ。￣-~￣－－■一一一一一一一一一c-ｳﾞｰｰ－－◆－－－－●～□－－－－－－－－－印一一一■－－
性の色に変えるが、その一切智性の心を起こすという味の－要素はいかなる業・煩
悩の銅によって汚染されても滅尽しない。〔．．．］（四六）善男子よ、たとえば１
．２燈火｣|よどムな家:4t?窓に入ｺｴｰjbL二人重嶺ﾚﾕを髪壬笙ＩＤ間』艮董ムリ｣三積もった闇
や闇黒を一掃し、明るくする。まさにそのように、一切智性に心を起こすという１
ｺﾞｰ'＠麓人住典鍵唄(pL闇宝閣愚童佳亘_どＱ主量Z1E塞圭２.塵kl-と上】-ｺ家の暗闇に入る一つ
鴫と_]し-入箆轟盃xiia_頁Zfb集囚禿F1説劫、間Ｉ皇積迩烈左叢-2-煩ii1<in障畷と｣L)Lji闇jrL闇
黒を一掃し、智の光明を生じる。〔．．．〕（二二）善男子よ、たとえば願いを叶
える王という摩尼の宝冠をつけた大竜王には他者の攻撃を受ける恐れはない｡まさ
にそのように、菩提心の大悲である如意摩尼の宝冠をつけた菩薩には、悪道・悪趣'･゛B~珀冴｡‐■■゛－－－■●①￣●￣■Pむす-凸廿Ｐ凸少□夕0甲巳PO■■￣●=■■■二句一■■0￣缶一一⑤■ぬ夕句一句⑪可幹▲￣己P甲一△⑥可一ら･△B~■~の一一一￣①■－Ｆ←－－p勺￣-~-■■ｳｳｰ■ヰﾛｰﾛｰ■￣O②百一Ｐ‐■￣ｐｐｑ～￣●●▼広寺PｳのｐＦ●￣●■●￣⑰￣己へ夢?￣①~P￣巳｡■■b￣nヶ0ター平oP-￣bDDqP巴●｡‐●へ￣◆■●ザ0-午一心ﾆｰｰ■■◇七戸や￣や￣●●の￣句一一■ず‐｡■■■凸一℃￣ｂ－ｐ－ｏ－い■Ｂ－Ｆチ■Pb‐■￣▲￣守〆も－．ｃ－－－－Ｐ←■ﾛ０－凸一■－■－℃－中p百一h口印一句ニーニー￣－－－Ｂｃ－■字やつ｡●￣●－■＝叩Ｐ■￣■ヒヴ⑰－℃－■ｐい■ｂご■律q戸口一一ワー●■可｡｡-ｓ“■■■￣ロー■一己－
厘おいて､攻撃を受ける恐れはない。〔．．．〕（三一）善男子よ、たとえば月輪と
日輪が光線によって照らし出す範囲内にある財物、穀物、宝石、金、銀､華、香料、
華鬘、衣、享楽の資は何であれ、それらすべては自在王という摩尼宝石の価値に値
しない。まさにそのように、三世にわたって一切智者の智が法の領域を照らし出す
範囲内にある神々や人間やすべての声聞、独覚の善は何であれ、煩悩に汚れていよ
うと、煩悩に汚れていまいと、それらすべては発菩提心という自在王大摩尼宝石の
価値に値しない。［．．．］（五一） 毒男子よ、たとえば牛・野牛・山羊の乳で満
たされた大海の中に獅子の乳を一滴投入することによって 乳はすべてちりぢりに
分離して、一緒にならない。まさにそのように、百千劫の間蓄積された業・煩悩の
乳の大海は､如来という大丈夫の獅子の一切智性に心を起こすという乳を一滴投入
することによってすべて余すところなく滅尽し､すべての声聞や独覚には存在しな
い。〔．．．〕（六九）善男子よ、たとえば勇士に支持された男はあらゆる敵を恐
れない｡まさにそのように､一切智性に心を起こすという勇士に支持された菩薩は、
あらゆる悪行という敵を恐れない。〔…．〕（九一）善男子よ、たとえば金岡１１宝
石は壊れていても、すべての宝石よりも優れた黄金の装飾を凌駕する。まさにその
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ように､一切智性に心を起こすという金剛宝石は誤った修行によって壊れていても、
声聞や独覚の功徳である黄金の装飾を凌駕し、〔．．．］（九二）すべての輪廻と
言う貧窮を終わらせる。（I53a-l54a6）
サンスクリット原典のこの箇所は(6)、菩提心を得ることの困難さを述べた後、菩提心
の功徳を様々な比輸によって述べたところであり、その数は１２１にも及ぶ（引用の中
では（ローマ数字）で示した）、続いて、菩提心を持つ菩薩が（特に声聞・独覚に比べて）
いかに優れているかを示す比楡が１０４個ほど（引用の中では（漢数字）で示した）述べ
られていくところである(7)。
引用の範囲だけから比較すると、『諸経要集』のものが『経集』のものに含まれてい
るようにもみえるが、実際に引用が重なっているのは下線の部分（すなわち（五一）の
比愉）のみである。これは『諸経要集』での引用が、原典に比較的忠実なのに対して、
『経集』の引用は、原典の長い箇所からの思い切った抄訳である（原典から見て省略が
あるときは〔．．．〕で示した）ためと考えられ、どちらかが他のものを含むという関係
は見られない。また、比輸もすべて原典に見られるものの、その順番が大きく変わって
いる箇所がある（（四三）、（四人）が（二二）、（三一）の前にきている）。この順番は、
－部欠けているものはあるものの、現在伝わるサンスクリット原典、チベット訳、漢訳
３本とも、同一であり、『経集』に見られるような順番のものはない。著者が順番を入
れ替えた可能性もあるものの、もとのテキストがこうなっていたことも当然ありえよう。
すると、使用したgaUdavynhasUtra（＝『入法界品』）も現在残るものとは異質なものであ
る可能性も残る。
また、引用の意味合いを見ると、『諸経要集』の場合、
「修行菩薩発起菩提技量声聞道行讐輸」
とあり、「悟りを得ようと決意した上で修行を行う大乗の修行が、そうではない部派系
の修行に比べて優れている例」としての引用である。ところが『経集』のものは、「発
菩提心は得がたい」として引用している。すなわち、菩提心を起こすことは、まれなこ
とであり、それ故菩提心を起こしたものはそれを大切にしなければならないという意味
合いで引用しているのである。それ故、経典の引用の意味合いも、必ずしも同一とは言
えないことになる。
以上のように、両者の引用は、部分的に一致する箇所はあるものの、引用される原典
やその範囲、引用の意味合いを考えると、両者の間には影響関係を想定することはでき
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ないと言える。
２１、宝積経
まず，「諸経要集』に引用された『宝積経』の引用を示す。
如月与星。不可棄月先念諸星。智者亦爾。修行菩薩亦復如⑦爾時佛告摩訶迦葉言。
。⑧復次讐如諸天世人。共力磨治瑠璃珠擬令光潔。是。以習学故不応棄捨先念声聞
無由変為頗梨宝珠。縦数措磨還復如是。迦葉当知。声聞亦復如是。縦便持戒清浄十
二頭陀一切禅定相応。佃不堪任坐於菩提樹下成等正覚。迦葉讐如磨治頗梨宝珠。債
直無量百千利益無数。迦葉当知。亦復如是。若修行菩薩道行清浄巳。爾時令無量百
千声聞縁覚而入解脱法門。（g52b--17）
次に『経集』に引用された脇yaparivartaを示す(:)。
⑦カーシャパよ、たとえば、だれも月輪を捨てておいて、まずはじめに星の姿を礼
よ－－シャパょ、シ
ま、私の学道に従って修行した菩薩をさしおいて、 声聞を礼拝するようなことはな
い。⑤カーシャパよ、たとえば、新月は人々によって敬われるが、同じものが満月
になればそれほど大切には敬われない。カーシャパよ、まさにそのように、私を信
仰する人々は、より以上に菩薩を礼拝するべきである。如来を、ではない。それは
なぜかといえば、如来は菩薩からこそ生まれるからである。（l55a6-l55b2）
この引用は、サンスクリット原典によれば、菩薩のあり方について９つの比噛を以っ
て示した箇所（引用される比楡の順番を数字で示した）であり、文章だけ見ると、両者
ともよく一致する。『諸経要集』ではそのうち、７番目と８番目の比愉を、「経集』で
は、７番目と５番目の比楡を、それぞれ引用している。ただし、サンスクリット原典と、
チベット訳及び宋訳は、比愉と比楡の間に、詩文がはいっているが、これらの引用には
なく、その点では、特に『諸経要集』での引用は、より古い形を保つと考えられる後漢
訳、晋訳、秦訳とよく一致している。また、『経集』については、比楡の順序が異なっ
ているが、著者が入れ替えたのでなければ、引用した原典がこの順序になっていたこと
になり、現存する経典とはかなり違ったものであったことになる。この経の引用に関し
ても、一致しているのは下線の部分（すなわち７番目の比嶮の部分）のみであり、どちら
かが、他のものを含むという関係は見られない。
次に引用の意味合いを見ると、まず『諸経要集』の場合、
「修行菩薩技量声聞道行」
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とあり、菩薩の修行が、部派系の修行に比べて優れていることを証明するためであるこ
とがわかる（その点では８番目の比噛のほうがわかりやすいルー方、『経集』では菩薩が
いかに優れているかということを示しているようである、すなわち、部派系の修行者よ
りも（７番目の比喰）、さらには驚くぺきことに、如来よりも（５番目の比輸）も優れて
いると経典に語らせているのである。ここでも、両者は完全には一致をしていないこと
になる。
また、両者の経名がまったく違っている点も興味深い。『経集』での引用名である
kaSy印arivarta（＝『迦葉品』）とは、「大宝積経』の４３会である『普明菩薩会』に当
たる章の名称である。インドで成立した文献についてみると、この箇所からの引用は、
ほとんど、ratnaknta（＝『宝積経』）の名称でなされており、インドではこの『迦葉品』
のみを、『宝積経』という名で呼んだのではないかという推測がなされている。「諸経
要集』の場合もその例外ではない。ところが、『経集』の場合、『迦葉品』という名称
が用いられているからには、この引用が４９会を含む、いわゆる「大宝積経』の一部と
しての『迦葉品』からの引用である可能性も否定できない(9)。いずれにしろ、この両
者の引用は、内容こそ－部一致するものの、違う流れの伝承にある経典からのものであ
ることは間違いないだろう。
また、このうち、５番目の比輸はやはり、大乗仏教（中観派）への入門書的性格を持
つ「入中論』の最初の部分に引用されている('0)。このことから考えても、この一連の
比愉は、大乗仏教の入門者にとって、まず銘ずべき有名なものだったのかもしれない。
それ故、こういった入門的な諭書には、直接の影響関係はなくとも、当然のように引用
されるべきものであったとも考えられよう。
以上のように、『経集』と『諸経要集』について、引用が一致する２つの経典につい
て詳しく検討してきたが、結論として、その題名及び形式が類似し、引用経典も３分の
１強が同じものからであるにも拘わらず、両者の問には、具体的な影響関係は想定でき
ない、ということになろう。
３．『諸経要集』と『集菩薩学論」
次に『諸経要集』と『集菩薩学論』の関係を見てみよう。両書間の引用経典の一致に
ついては、別稿で論じたことがあるので(皿)、ここではその結果のみ記すと、「集菩
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薩学論』では、「諸経要集』で引用される経典のうち、約半数にあたる２０個の同一の
経典からの引用がある。そのうち、同一の箇所からの引用があるものは７経であり、表
にすると以下のようになる。表は左から、『諸経要集』、『経集』、そして現存する経
典(の代表例）の順で示す｡最初に付した数字は『諸経要集』で引用される順番である。
それでは、これらの経典について検討を加えていこう。
3、維摩詰所間経
最初に、『諸経要集』の引用から、前半のみを示す。
爾時維摩詰長者。白文殊師利菩薩言。汝善明解如来種性。於意如何。何等為種。
文殊答言。善男子。是諸佛性。五陰種性。無明生死種性。貧鎭瘻種性。四倒妄想
種性。五蓋種性。六入種性。七識煩悩種性。九悩滅壊身心種性。＋悪不善種性。
善男子。略要言之六十二見及一切煩悩。皆是如来種性。時維摩詰問言。汝何義故
云一切煩悩是仏種性。文殊師利答言。善男子。若執見無為已住定滅。是人不応発
得阿霧多羅三義三菩提。若菩薩住於煩悩。住地見正位実相。是人甚任発得菩提。
讐如陸地不生蓮花。青搬泥中而生蓮種。善男子亦復如是。若声聞縁覚。住於無為
滅定。佛種花芽無復更生。煩悩搬泥池中能発菩提。因煩悩故。佛種芽生。善男子。
讐如空中種子不生。糞壌之地及能茂盛。善男子。亦復如是。不応無為滅定而生善
提。 若起我所非我所心等於須弥佃甚発生菩提。而生佛種無量智慧。善男子。讐如
･無由取得佛性
（939a4-26）
不入四海水無由取得無償宝珠。善男子亦復如是。若不入煩悩大海。
宝珠。当知菩提種性本従煩悩中来。
次に、『集菩薩学論』での引用を示す。
－１２２－
３、維摩詰所間経 vimalaklrtinirdcSa 仏説維摩経
１０、決定毘尼経 upaIipau･ip1℃chZi 大宝積経・優波離会
１２、海慧菩薩所説経 sagaramati-panprcchヨ
or-sptra
大方等大集経・海慧菩薩品
１４、善巧方便経 upEiyakauAalyas面tｍ 大宝積経・大乗方便会
２２、虚空蔵菩薩所間経 gagana2afiiasntm 大方等大集経・虚空蔵品
３５、法集経 dharmasamgTti 仏説法集経
３８、郁伽長者所間経 ugra(-datta-)pariprcchEi 大宝積経・郁伽長者会
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シュメール山にも比すべき有身見が生じたものにも、菩提心が生起する。それより
仏法が成長する。（6.10-11）
原典のこの箇所は、菩薩が悟りの道を歩むにあたって、その出発点が、煩悩や、誤っ
た考え方の中にこそあるということを､維摩経独特の逆説的な言い回しで述べるところ
である。文章は現存する原典、『諸経要集』、『集菩薩学論』ともに大きな違いはない。
ただし、『諸経要集』（下線の部分）と『集菩薩学論』の共通引用箇所は、引用があま
り一致しているようには見えない。しかし、他の箇所と原典との関係等を考えると、こ
こだけ文章が大幅に違うことは考えにくく、『諸経要集』の漢訳者である釈智厳が、意
味を解説する方向で、補足して訳したとも考えられよう(有身見→我所非我所心等､仏法→
佛種無量智慧）。
次に引用の意味合いを見てゆくと、先ず、『諸経要集』での引用は、
「解佛種性因縁発起菩提」
とあり、「仏の家系（＝種性）から菩提心が生じることを解する」と考えられるのであ
るが、ここで注意しなくてはいけないのは、「家系」（=gotra)という言葉が、「混盤に至
りうる能力」（'2)というような意味との関係は薄く、「６２の誤った見解や、すべての
煩悩である」とされている点である。すなわち、この箇所は「解佛種性・・・」として
引用しつつも「種性とは何かというような理論的考察には何ら及んでいるわけではな
く」（'1)、単に「誤った見解や煩悩を持った人こそ、かえって菩提心を発しやすい」と
いうことを述べていることになる。
次に「集菩薩学論』の方を見てみよう。『集菩薩学論』のこの箇所は、菩提心を発す
るための原因を述べるところで、特に「菩提心を発するにあたって、特に優れた信解行
（＝仏の教えを理解し、確信した上で行う修行）を必要とするか」ということを問題として
いる。そして、シャーンテイデーヴァはそれに対して否定的な見解を示している('3)。
そして、その経証としてあげられる経典の１つがこの『維摩経』である。すなわち、こ
の引用の意味は、「未だに、シュメール山ほどもある膨大な煩悩を持った人（＝信解行
のない人）でも菩提心を発起できる」という意味で、この経典を引用していることにな
る。このように考えると、両者の引用の意味合いは、全く同じとは言えないにしても、
関連性はあると考えてよいであろう。
１０、決定毘尼経
最初に、『諸経要集』の引用から該当する部分のみを示す。
－１２３－
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・・・何故初修大乗菩薩戒行寛容無犯。何故声聞禁戒窄狭厳切。②優波離当知｡萱
初修大乗行菩薩農朝有犯応当結罪至午。若菩提心無間断戒聚成就則非所犯。若午時
有犯至於黄昏提心無間断戒積成就則非所犯若黄二－犯至於初夜提心無間
断戒積成就則非所犯。若初夜有犯至於中夜。菩提心無間断戒積成就則非所犯。若中
反有犯至於後夜。菩提心無間断戒積成就則非所犯優波雛、 刃修大乗行菩薩戒
行寛緩。若有菩薩結罪有｣犯不応悔憤。復次若声聞犯戒相則滅無復更全。何以故。若
(g43b9--20）声聞持戒除煩悩故。・・・
爾時佛告聖者①優波離言。 若初修菩薩。以恒河沙劫。常犯貧欲種類罪故。若信受大
乗而生一念IIiZ心結罪重於貧欲何以故波＝．若順心発動ﾛ|｣能捨棄衆生若捨順
貧欲心発則摂衆生菩薩而無厄難何以故優波離挑説若犯貧欲捨離梢慢。犯罪
柏軽若犯順憲解離梢深獲罪甚重。若犯愚療解離則速得罪梢深波離当知
毒軽重如是。修行菩薩応当守護善巧方便智慧心故。無令欠犯罪。（943c20-29）
『集菩薩学論』では、この中から、二つの箇所を引用している。
①ウパーりよ、もし、大乗に住する菩薩摩訶薩が、ガンジス川の砂と同じくらいの貧
欲を持ち、罪を犯したとしよう。また別にある者が、菩薩乗の基準からして鎭憲を
ともなう罪を犯したとしよう。（省略）この順憲をともなう罪は前者よりも重い。
それはなぜかと言えば、ウパーりよ、およそ、この順悪は衆生を捨てることになる
のである。［これに対して〕貧欲は衆生を摂することになる。この場合、ウパーり
よ、およそ衆生を摂することになるような煩悩は、菩薩にとって、裏切りでも恐怖
でもない。（省略）それ故、カーシャパムある者が貧欲をともなう罪を犯しても、
［その者は〕無罪であると汝に告げる。これはどういう意図かというと、実に衆生
を摂することは過去に優れたこととされてきたのであるから。《これは慈悲を持つ
意欲であると解される。何故ならこれに続いて述べられる。》この場合、ウパーり
よ、方便に巧みでない菩薩は、貧欲をともなう罪を〔犯す〕恐れがある。方便に巧
みな菩薩は、順憲をともなう罪を［犯す〕恐れがあるが、貧欲をともなう〔罪を犯
す恐れは〕はない。（164.9-165.1）
②ここでウパーりよ、もし大乗に住する菩薩が午前中に罪をおかしても、正午ごろに
一切智心を離れずに住するならば、実に菩薩には無限の戒漣がある。もし、正午ご
ろに罪をおかしても、夕方に一切智心を離れずに住するならば、実に菩薩には無限
の戒蔽がある。《このように時間ごとに規則がある。》実にこのように、ウパーリ
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よ、大乗に住する菩薩の学処は注意深い。この場合、菩薩は過度の後悔を起こすべ
きではない。過度の麓`塊をなすぺきではない。さらに、もし声聞乗にある人が罪を
犯したならば、声聞の人の戒漣は消えると知るべきである。（178.9-16）
両者の引用文は、現存する、チベット訳、２本の漢訳ともよく一致する。ただし《》
の部分は「集菩薩学論』以外のいずれにもないが、内容から考えて、著者のシャーン
テイデーヴァのコメントと考えてよいだろう。
原典のこの箇所は、釈尊がウパーリのために正しい菩薩の戒律を説く所であるが、
ここに引用されるのは､特に大乗の戒律が小乗のそれに比べて格段に優れていること、
また、戒を犯した場合、貧・順・痴の三毒のうち、どれが原因になっているものの罪
が重いかを説いている箇所である。
次に引用の意味合いを見ていくことにする。
まず、『諸経要集』では、
１，「解修行菩薩及声聞行人如何住持戒行」あるいは「声聞及菩薩如何授教戒行
律儀相応」
２、「解三毒重因」あるいは「解三毒類定軽重」
とあり、１，菩薩と声聞の受持する戒律の違い，さらに言えば、大乗仏教の戒律が、
部派系のそれに比べていかに優れているかということと、２、貧・順・痴という三つ
の煩悩の重さを比較するという、２つの意味で引用されていることがわかる。
次に『集菩薩学論』ではいずれも過失・煩悩の浄化を説く箇所に引用されている。
特に①の箇所では「特に菩薩の罪過に重・軽のあることがupﾖliparip『cchiiに言われる。
さらに重い根本的罪とは何か、同じ経典に言われる」として引用されており、引用の
意図はほぼ『諸経要集』と同じであると言ってよい。②については「菩提心によって
罪が浄化されることが言われる」として、『華厳経・入法界品』に続いて引用される
ものである。この『華厳経・入法界品』の引用は先に示した「経集』からの引用であ
り、その引用範囲は下波線によって示した。これからわかるように、この箇所は菩提
心の様々な功徳を述べる箇所であり、特に菩提心が様々な罪過を浄化することを述べ
た箇所を引用している。それに続いて引用されるup5ilipariprcchZiも「一切智心（＝菩提
心）を持っていれば、罪を犯しても戒が消えることはない」という意味合いで引用さ
れていると考えられよう。すなわちここでの引用の意味合いは、「諸経要集』とは必
ずしも一致していないことになる。
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また、両者では経名が異なっている。すなわち『諸経要集』では「決定毘尼経」、
『集菩薩学論』ではup列ipanip1cchaとなっている。これについてはこの経典の正式名が
vinayavini6caya-up副iparipIcchnであることから､前者では正式名称の前半部（vinaya‐
vini§caya)を名乗っており、後者が後半部分(up51ipariprccha)を名乗っているわけで、見か
けほど大きな違いはないと考えてよいだろう。
１２、海慧菩薩所説経
「諸経要集』でのこの経典の引用は非常に長く、また、この範囲に『集菩薩学論』の
３箇所の引用が含まれている。ここではそのうち、比較的引用文の短い２箇所に該当す
る部分のみを示す。
爾時海慧菩薩白佛言。我等今者以佛威神。欲説十二種邪魔央倶畭鉤。・・・
復次世尊。若修行菩薩。修阿蘭若行樂住寂静。独処山林無所樂著。廻無儲積不居道
俗。少用功智不動安然。亦不習学深義。亦不成熟衆生。亦不聴聞佛法。亦不技量趣
路。若有講深義処。亦不往就。聴聞。亦不求問深教。亦不尋善知識。以其樂住阿蘭
若。志存煩悩不動。若不開剥 頁悩種子乃至八聖道路。 是修行菩薩。錐在独住不利他
己。世尊。此是修行菩薩第七障阿蘭若魔戯 ●●○
復次世尊。若修行菩薩逐悪伴侶為善知識共結朋友｡_而是悪友専令菩薩棄捨衆生不■一
而謂之言。修行菩薩合挙世間俗法。若応教習世法②他則令住寂静為現令悟入於他
位。. 謂菩薩言。汝若勤苦修行然可成仏。不可怠慢心故得成仏。汝若八劫乃至
之阿縛多羅三貌菩提。世尊。修行菩薩へ苦行精進栃仙隈
令退入声聞果位。此是修行菩薩第十障非善知識魔銭 ●●０
誉llmjHDizkjgq良不動地勢窪ｒ水能深厚｡所有江河泉源湊流就下｡世尊修行菩薩亦復如一－－－－－~-￣￣~－－－－－－－－－－－－－－--.----------.----～－－－－－－－．．．－－=－－－．－－－暑さ~－．－－－－－ニーーニ･=一二=一二二一一－三~ニーニーーニニ---ニーーーーーーⅡニーーーコー＝－－－F＝---2ダーーヶーヌー旦孑￣._ﾆｰｰﾆｰｰｰ
量Ｊｉ４Ｕ;ili僧と:竺箆－J些菱里思坐劫力jl【深法随Eli記念法入心耳ｇ若貢高我慢不伏師僧父一一一一一一一ゴー－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－～￣￣－－－－－－Ｐ－－￣へＰ－－－－－－－－÷ナーーマニニニ－－－－－←￣ご－￣－－T－－－－－－－＝￣帛吊月一二一－一一一n-一一一ケ－－クーーーーーー－－－－－
母。当知是人己被魔鈎之所鉤著。世尊。一宇￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣≠￣らび－Ｆ￣か－－￣－－Ｐ￣戸一一ヶ字■＝￣｡二ＰｐニーＰ●￣￣１－－－マー庁÷￣－－－－面＝戸サー凸一Ｆ＝サーゴー■－－－▲ 此是修行菩薩第十一障貢高魔鉤
（948a6-949b8）
先に述べたように『集菩薩学論』ではこの中から３つの箇所を引用しているが、３番目
の引用はあまりにも長いので省略し、２箇所の引用文のみを掲げることにする。
①さらに世尊よ、菩薩が森に住み、空閑な所を好み、小欲に満足して、独居して、家
にいる者や出家者と接触しない。彼は利益をあまり求めず、多くをなさず、安楽に
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住する。また、多く聞くことを求めることに努力せず、衆生を成熟させることに、
あるいは法を聞くことに、あるいは法の論議に、あるいは意味の決定の会話に参加
しようとは思わない。意味を探求することもなく、何か善を求める努力をせずに、
カコの森の生活で独居することによって、煩悩を積み重ねず、煩悩の生起を抑えるこ
とでのみ満足する。随眠を減するために道を修せず、自利のためにも、利他のため
にも修行しない。これは菩薩が森に住することに関した７番目の悪魔の刺である。
（省略）さらに世尊よ、菩薩が善知識に見せかけた悪友に仕え崇敬し、奉仕する。
彼はかの摂事をやめるように言い、福徳の資糧である正法の摂受をやめるように言
い、独居に従事せしめ、利益をあまり求めないこと、多くをなさないことに従事せ
しめる。声聞・独覚に関することをいつも彼に話す。菩薩が独居に住することによ
って、大乗に遭進する時には、「菩薩は必ず労働すべきである」」と言って、その
菩薩に労働に愛着させ、菩薩が労働に従事すべき時には、独居に従事させ、このよ
うに言う。「精進する菩薩には悟りがあるが、怠けの〔菩薩〕には〔悟りは〕ない。
もし、汝が８，９カルパかかって無上正等覚を得なければ、決して無上正等覚は得
られないであろう」と。世尊よ、この場合でも、菩薩は最高の精進をすることによ
り、浬繋の果を得るのである。世尊よ、これが菩薩の見せかけの善知識による１０
番目の悪魔の刺である。またこれとは別に、菩薩の身体が悪魔の刺に突き刺さる。
悪の法を行うものとともに楽しみを見出し、その彼に従うものは､劣った者であり、
最上のものを証得せず､劣った道､鈍い道・目が見えず口のきけない羊の道を行く。
乃至［これが〕１１番目の悪魔の刺である。（50.3-51.6）
②世尊よ、もし大海が盛り上がった時に、窪んだ地があったとするならば、それは窪
んでいるが故に、たやすく、すべての川とすべての流れが流れ込むであろう。世尊
よ、まさにそのように、慢心なく、師・応供を尊敬する菩薩にとって、苦もなく深
遠な法の幸せが、輝く耳根に入り、記憶に残る。それ故、世尊よ、およそ高慢に曲
げられ、慢心頑固で、師・応供に低頭せず、敬礼しない菩薩は、世尊よ、悪魔の鉤
に引き裂かれる者である。（151.7-12）
原典のこの箇所は、海慧菩薩が世尊の命で１２種の魔事を説く場面である('7)。２本伝わ
る漢訳、チベット訳とも大筋で一致するものの、細部では異なる部分が多くある。その
中でも、上に示したように『諸経要集』と『集菩薩学論』の引用文はよく一致する。（引
用が入り組んでいるが、下線の部分が①に、下波線の部分が②にあたる。）ただし『集菩薩学
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論』で「師・応供に低頭せず」となっている箇所が、『諸経要集』では「不伏師僧父母」
のように対応しない言葉が入っている箇所がいくつかあるが、これは漢訳者の智厳が中
国思想に合わせて、原典にない言葉を補って訳したと考えられる(１６)。
次に引用の意味合いについての考察に移る。先ず「諸経要集』では８つの添え書きが
付されているが、そのうち
「解菩薩行門有十二種魔障鉤」あるいは「解修行菩薩所道行有十二種邪魔障道央倶
畭鉤」
がこの箇所に相当すると考えられる。すなわち、菩薩が修行するに当たり、１２種の魔
による妨げがある、ということである。
一方『集菩薩学論』では、①については「悪の諸相」として、後述の『虚空蔵菩薩所
間経』などとともに引用されている('8)。これについては『諸経要集』引用の意味合いは
よく一致している。②については「福徳の守護」という主題のもとに引用される多くの
経典のひとつであるが、特にこの経典に語らせたいことは「せっかく集めた福徳も消え
てしまうこともある」ということである。その意味では『諸経要集』との関連性は薄い
が、「高慢ゆえに深遠な法の幸せをなくす｣と説かれるこの箇所は最適なものであろう。
『集菩薩学論』の３番目の引用(184.9-188.4)については今回検討できなかったが、結
果のみ示すと、両者の引用文はよく一致し、『集菩薩学論』での引用文は『諸経要集』
のそれに含まれる形になっている。また、引用の意味合いも、ともに忍辱波羅蜜につい
ての引用であり、関連性はあると考えてよいだろう。
１４、善巧方便経
最初に「諸経要集』での引用を示す。
爾時佛告無上慧菩薩言。善男子。若有比丘修菩薩行。而犯衆重。以善巧方便而能滅
除。以義故。我今為説不犯因縁。爾時無上慧菩薩白佛言。世尊修行菩薩如何所犯。
･二 ：二若修ｲ丁菩薩修.＝声聞法ｲ丁縦便百千劫中服諸薬草根茎花果。佛言。
能忍諸衆生善悪言気｡以於声聞縁覚行中修習定故｡此是修行菩薩重大所犯｡善男子
如声聞犯四重己｡是五陰現身無復堪任入得浬繋｡善男子｡亦復如是｡若修行菩薩
不捨声耳不繊其罪於時修ｲ」・辱無復堪任成等正覚無能入於佛智無余浬盤
（950bl9-cl）
次に、『集菩薩学論』での引用を示す。
善男子よ、菩薩が禁戒を学びつつ、何万カルパもの間、根や果実を食べ、衆生たち
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の悪言・善言に堪えたとしよう。しかし、声聞や独覚の境地に相応した作意に留ま
っていたならば、これは菩薩にとって、重大な過失である。善男子よ、たとえば根
本的な罪を犯した声聞乗の者は、この生のうちに浬繋に入れない。善男子よ、まさ
にそのように、これらの根本的罪を告発せず、かの声聞・独覚の作意を捨てなけれ
ば、仏地に般混盤できない。 （66.9-14）
両者の引用文は、現存するチベット訳、３本の漢訳ともよく一致する。原典のこの箇所
は、世尊が智勝菩薩に対して「菩薩の方便」とは何かを説くにあたり、罪を犯した菩薩
についての智勝菩薩の質問に対し、世尊が答える箇所である。
次に引用の意味合いを見てゆくことにする。先ず『諸経要集』では
「修行菩薩習学声聞行犯重障因」あるいは「為修行菩薩声聞行故犯重因」
とあり、大乗の菩薩が（小乗である）声聞の修行をすることによって、重大な過失が生
じる、ということを述べている。一方の「集菩薩学論』でも、「悪の諸相」として「虚
空蔵経」（後述の『虚空蔵菩薩所間経』とは別の経典）に引き続いて「『善巧方便経』に
も根本的な悪が言われる」として引用されるので、両者には関連性が認められよう。
２２、虚空蔵菩薩所間経
最初に『諸経要集』の引用のうち、一部分のみを掲げる
爾時佛告虚空蔵菩薩言。・・・善男子当知。凡有魔障四十五種。障其正行。所謂一
者若修行菩薩心楽声聞。是為魔障。・・・二十六者非時意修道業。是為魔障。．．．
四十五者与諸俗縁。是為魔障。九者与諸俗縁。是為魔障。（953b29-954a25）
『集菩薩学論』での引用は、次の通りである('8)。
非時の欲求は悪魔の仕業である。 （51.14）
原典のこの箇所は、釈尊が虚空蔵菩薩に対して、仏道修行中に起こる様々な悪魔の妨
げについて述べている箇所である。スペースの都合で詳しい検討はできないが、チベッ
ト訳、２本ある漢訳とも、その内容がかなり異なっている。特に古い形を保っている漢
訳文献では列挙される「魔障」の数が少なく、比較的新しいチベット訳ではその数が多
くなる。すなわち、この経典が発展する過程で、多くの「魔障」が追加されてきたこと
になる。そして「諸経要集』での引用はチベット訳に最も近い。また、『集菩薩学論』
の引用箇所は、現存の漢訳には全く見られず、チベット訳とこの『諸経要集』の引用に
のみ見られるものである（上の引用の下線部分）。この点からも『諸経要集』と「集菩薩
学論』の深い関係が考えられよう。
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次に引用の意味合いであるが、『諸経要集』の場合、
「説修行菩薩有四十五種魔障若能覚悟兼能超度四魔」あるいは
「修行菩薩以四十五種魔障覚故超度四魔」
とあり菩薩が修行する際、４５種類の悪魔の妨げを悟ることにより、四魔（＝陰魔・繭
魔・死魔・天魔）を超えることを教えている。
『集菩薩学論』の場合も、先に見たように「悪の諸相」として『海慧菩薩所説経』の
前に引用されており、ほぼ同じと考えられる。
３５、法集経
最初に「諸経要集』の引用を示す。
爾時佛告無所発菩薩言。善男子。於意云何。何者是修行菩薩古語塁菩薩若発菩提
軍捨身命不捨菩1N畳、於話
後違前志違言欺証。則是修行菩薩退失菩提◎
復次修行菩薩。云何持戒念行。所謂一者若樂聴聞佛法。是其為戒成就円満而得四無量
心。二者若志求佛法是其為戒成就円満得卑下心。三者若供養善知識故。是其為戒成就
円満伎芸無欠。四者若修波羅蜜行。是其為戒成就円満而得佛智。五者若閉経典転為他
説。是其為戒成就円満而能広説大乗経典。六者若常念佛法。是其為戒成就円満明閑総
持威力。七者若専修菩提。是其為戒成就円満滅諸罪障。八者不嫉衆生。是其為戒是以
不失菩提。九者不退菩提。是不失三宝現前。＋者如如念戒観一切無欠。善男子。修行
菩薩。応当恒以心念如是善戒。
復次修行菩薩。復有十種菩提心戒。所謂一者為求一切衆生利故。非独利己。二者所
修道業廻施衆生。願速成佛非専為己。三者以堅牢行利他世業。亦非為己。四者戒行
清浄増長菩提。歴劫忍辱無有疲倦。五者布施為戒。乃至能捨頭目髄脳利衆生故。六
者持戒為戒｡菩薩不捨無戒衆生｡七者忍辱為戒｡菩薩不耀一切魔軍｡八者精進為戒。
為衆生故。積集佛道無有疲倦。九者禅定為戒。菩薩為声閤乱定心不動。＋者智慧為
戒。菩薩見諸世法想同菩提空相為戒。菩薩不染世間慈悲為戒。不入浬藥是法集。
（956bl6-cl7）
次に、「集菩薩学論』での引用を示す。
善男子よ、菩薩は真実を尊重すべきである。善男子よ、真実を讃えることは、法を
讃えることである。ここで善男子よ、真実とは何かと言えば、菩薩が無上正等覚に
心を発した後に､その心を生命にかけても捨てずに､衆生に対して裏切らないこと、
これが菩薩の真実である。これとは逆に、菩薩が無上正等覚に心を発した後に、そ
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の心を捨てて、衆生を裏切ること、これが菩薩にとっての裏切りであり、虚言であ
る。（12.8-12）
両者の引用文は、１本ずつ伝わるチベット訳、漢訳ともおおむね一致している。ここ
に引用されるのは、奮迅慧菩薩と無所発菩薩が問答により、波羅蜜、菩提、一切法空を
説き引き続き、真実について説く箇所である。
次に引用の意味合いについて見てゆくと、まず「諸経要集』の場合、
「修行菩薩修十種戒行復別有十種戒行」
とあり、修行菩薩が保持すべき２種類の十戒があることを示している。一方の『集菩薩
学論』の場合も訓戒を保つことの重要性を述べる箇所に引用されており、両者の関連性
は認められよう。
３８、郁伽長者所間経
最初に『諸経要集』での引用を示す。
爾時佛告郁伽長者言。在家修行菩薩。以四種行相応而得帰依如来。何者為四・所謂
一考菩提心無捨故。二者不破三摩禅業。三者大慈大悲無断。四者不染雑乗。是為四
種相応成就帰依如来。復有四種行業相応而得帰依法。何者為四・所謂一者供養法師
故。二者尊重聴法。三者聴聞法已正直披尋。四者若聞法要為衆生顕説。流伝廻施衆
生成等正覚｡復有四種行相応而得帰依僧｡何者四｡所謂一者不樂声聞專求無上菩提。
二者若有衆生修余行業。勧令修学正眞佛法。三者以菩提心無退。四者供養僧徒推尋
声聞行業而不取声聞解脱。若修行菩薩。捨一切財物已智。而生施心作是念言。若有
鞭ｗ′面
行菩薩摂護戒行。
爾時佛告阿難。汝見郁伽長者供養如来修習於法所樂之物而能布施。阿難白佛言。世
尊我見是事｡佛言。阿難当知。郁伽長者此賢劫中。所有一千佛出世｡皆以無量供具。
当遍供養摂護佛法。錐在俗服而修僧行広修佛道。
爾時阿難問郁伽長者言。長者以何義故。俗中猶如怨賊。所居俗服而能樂住。今値出
家因縁何無樂心。長者答言。我不樂俗。何以故。修行菩薩相応大悲故。不求快樂。
忍辱苦悩不捨衆生故。佛言。阿難。当知此郁伽長者。錐在俗服已曾成就無量衆生。
諸余百千菩薩。無能如是成熟衆生。何以故。彼百千菩薩。皆無如是善巧威力郁伽長
者一人。（958b29-959al）
次に「集菩薩学論』での引用を示す。
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「これは布施波羅蜜のときである。いまや欲するものは何でもだれにでも施与すべ
きときでであるから、私はそのようにしよう」と考えて、酒を与えるべきである。
しかし、私が酒を飲む人に記憶と意識を保てるようにすべきである。
（271.9-11）
原典のこの箇所は、釈尊がウグラ居士に対して、在家信者の守るべき五戒について述
べる箇所である、両者の引用はチベット訳、３本ある漢訳に、おおむね一致している。
ただ、下線で示した『諸経要集』の、『集菩薩学論』の引用と対応するかしょについて
はやや文意が異なるようである。これについては「修行中の菩薩が人に酒を与える」と
いう内容が特異なだけに('9)、漢訳者の智厳が思い切って意訳したとも考えられよう。
『諸経要集』での引用の意味合いは
「説在家菩薩応修四種行功徳不出家因縁」
とあり、菩薩が在家のままで４種の功徳を修行するいきさつを述べるという趣旨である。
一方『集菩薩学論』では功徳の浄化を述べる箇所のうち、特に布施の浄化についての経
証である。それ故、全く同じであるとはいえないまでも関連性は感じられよう。
以上、煩を厭わず『諸経要集』と『集菩薩学論』とに共通に引用される経典の対応箇
所を（－部を除いて）検討してきた。これにより一見してわかることは、いずれの場合
も『集菩薩学論』の引用が『諸経要集』の引用に含まれる形でなされている、というこ
とである。さらに、サンスクリット原典と漢訳との比較であること、また智厳の意訳・
誤訳(20)を差し引いて考えれば、その文章もよく一致していると考えてよいと思われる。
また引用の意味合いも、『諸経要集』に付された但し書きを踏襲している場合が多いと
言えよう。
この結果、シャーンテイデーヴァが『集菩薩学論』を著すに当たって、この「諸経要
集』を直接参照した可能性は高いと考えることが許されよう。
４．おわりに
以上、『経集』と『諸経要集』との関係、及び『諸経要集』と「集菩薩学論』との関
係を考察してきた。続いて『経集』と『集菩薩学論』との関係を考察すべきであるが、
これについては、すでに別稿で論じたことがある(21)ので、今はその結論のみ記してお
きたい｡すなわち、これら２つの諭書の間には明らかな影響関係があり、『集菩薩学論』
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が経典を引用するに当たって、原典に戻らず、間接的に「経集』から引用している形跡
すらある(22)のである。
「集菩薩学論』は大部の論書である。その中には１００種類以上の経典が３００箇所
以上にわたって引用されている。しかも､シャーンティデーヴァが構想したと思われる、
六波羅蜜、山林修行、四念処、念三宝など、大乗仏教の主要な修行項目を巧みに織り交
ぜた構成(麹)に基づき、それらの経典が見事に配置されている。さらにシャーンテイデ
ーヴァはほとんど自らの意見を述べることなく、経典に語らせることによって、論が進
んでゆくという形式になっているのである。このような論書がシャーンティデーヴァー
人の手によって一度に完成されたとは考えにくい印象を受ける。
さて、先の考察により、シャーンティデーヴァが『集菩薩学論』を著すに当たって、
それ以前に別個に成立していた２つの「経の集成」を参考にしている可能性が高いこと
がわかった。さらに考えれば､我々が目にできる｢経の集成｣はこの２つだけであるが、
修行者のグループごとに、あるいは修行者個人個人がこのような「経の集成」を作って
いたことも考えられる。おそらくシャーンティデーヴァはそれらの多くの「経の集成」
を参考にして、それらの集大成として「菩薩の学処の集成」を作り上げたのではないだ
ろうか。
（１）特に斎藤明〔2001〕は、『経集』と『集菩薩学論』との関係についてこれまでの長年の
疑問を一掃する画期的なものである。かつて両者の関係は、シャーンティデーヴァ作とさ
れる『入菩提行論』第５章の
学処は諸経に（記載が）見られる。ゆえに、諸経を読むべきである。そして、『虚
空蔵経』のなかに根本の諸罪過を省察すべきである。（104）
また、『集菩薩学論』は、必ず、くり返して見られるべきである。なぜならそこに
は正しい行法が詳しく示されているのだから。（105）
あるいは簡単に、まず、『経集』を見よ。そして聖ナーガールジュナの作を、第二
に努力して読め（106）
という難解な詩文に基づき、様々な解釈がなされてきた（詳しくは金倉円照（1965）参
照)。その中でも特に『経集』については、①簡単に読めるものと、②努力して読まな
ければならない聖ナーガールジュナの作、という２種類のものがあるという解釈が有力
であった。筆者もその見解に基づき、今回取り上げる『諸経要集』が①に当たる可能性
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を考えたことがあった（浅野守信〔1998〕)。しかるに斎藤氏はアクシヤヤマテイ作とさ
れる敦埠本『入菩薩行論』を精査し、先の『入菩提行論』の詩文には『集菩薩学論』の
影響を受けた後世の改変・増広があるとし、敦煤本を基に、吹のように復元した。
学処は諸経典に見られる。それゆえ、諸経典を読むべきである。そして[その中でも］
『虚空蔵経』は最初に見る(確認す)べきである。
そして、聖ナーガールジュナによる（によって編まれた）『経集』もまた熱心に見ら
れる必､要があるから、その後に、見るべきである。
すなわち、もともと『入菩薩(菩提)行論』において述べられているのは②ナーガールジュ
ナ作の『経集』のみであり、①簡単に読める『経集』にも、『集菩薩学論』にも言及され
ていないことになる。拙論ではこの成果に基づき、改めてこれらの読書の位置関係を確認
することにする。
（２）カマラシーラの『修習次第』の後篇に引用があり、そこにはナーガールジュナ師作の
『経集』と記されている(ncci,1971,ｐ27,117-8、詳しくは－島正真〔1990〕参照)。こ
の『経集』こそ、アクシヤヤマティ作『入菩薩行論』において言及されるものである。
（３）『諸経要集』の引用経典のidentifIcationについては岡本嘉之〔1988〕を参照させて頂
いた。なお、経典のサンスクリット名についてはフォントの関係で小文字で記した。
（４）この経典については浅野守信〔2000〕参照。
（５）翻訳にあたっては、サンスクリット原典からの訳である梶山雄一〔19941357-381
頁を基にし、『経集』のチベット訳本文にあわせて改変したものである。なお、訳文にふ
った数字も同書のものを利用させて頂いた。
（６）この経典の引用箇所については浅野守信〔1991a〕３２－３４頁参照。
（７）田上太秀〔1990114卜165頁参照。
（８）翻訳にあたっては、サンスクリット原典からの訳である長尾雅人・桜部建〔1974〕、６８
－６９頁を基に、『経集』のチベット訳本文にあわせて改変したものである。
（９）インドに、４９会を含む『大宝積経』があったかどうかは未解決の問題である。一般に
否定的な見解が多いのではあるが（櫻部文鏡〔1930〕、長尾雅人〔1973〕など)、最近の
研究では、完全に否定する方向に向かっているわけではない（松田和信〔1997〕153-156
頁参照)。では、この『経集』の引用が、肯定的な見解の裏づけになるかというと、必ず
しもそうではない。その大きな理由は、このkaSyiipimvarlaは、チベット訳にのみ引用さ
れ、漢訳には引用されていないからである。すなわち、この引用がチベットにおいて、追
加された可能性があることになる。いずれにしろ、拙稿では、この『経集』での引用が、
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『諸経要集』のものと違う流れにあることが確認できればよい。
(10）madhyamakavatara-bh2Aya222al-2．
(11）浅野守信〔1998〕。なお、引用経典と原典との関係については向稿に示したので省略す
る。
(12）高崎直道〔1982〕１４頁。
(13）高崎直道〔1974〕４９０頁。
(14）詳しくは、浅野守信〔1991a〕３４－３６頁参照。
(15）高崎直道〔1974〕４９０頁。
(16）河野訓〔1991〕７６頁参照。
(17）詳しくは浅野守信〔199lb〕299頁参照。
(１８）浅野守信〔1998〕では２箇所の引用があるとしたが、チベット訳をみると、『諸経要集』
の引用の直後の箇所が『集菩薩学論』50.1-2に対応しており、『諸経要集』には含まれな
いことがわかった。ここに訂正しておく。
(19）『集菩薩学論』においても、この引用の後、シャーンティデーヴァ自らが「酒を飲ませ
ようとしないことによって菩薩に対して重大な害をなす者は衆生を摂受することはない。
他のものを清浄にする手段がない時に酒を与えるべきである、という意味である。剣など
を〔布施する〕場合でも、〔害の〕軽重をよく考えてから布施するならば、非にはならな
いと理解すべきである。しかし経典においては一般に否定されている」（271.12-14)とコ
メントしている。
(20）たとえば浅野守信〔2000］で見たように、この『諸経要集』の中には明らかに誤訳と思
われる箇所がある。
(21）浅野守信〔1995〕。
(22）浅野守信〔1996〕参照。
(23）『集菩薩学論』の構成については浅野守信〔199lb〕参照。
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